
平成 21 年 3 月 19 日  
 
各  位 

会社名  ユ ニ チ カ 株 式 会 社 
代表者  代表取締役社長 大西 音文 

（コード番号 3103） 
 

中期経営計画『改革 ’１１』策定に関するお知らせ 
 

ユニチカグループは、平成 21 年 4 月よりスタートする中期経営計画『改革 ’１１』を策

定し本日開催の取締役会にて決議致しましたので、下記のとおりお知らせ致します。 
当期で計画期間を終了致します現中期経営計画『NP－8』につきましては、最終年度の当

期業績予想を下方修正せざるを得ない厳しい結果となりました。この反省を踏まえ、今般、

新たに策定した中期経営計画につきましては、事業構造改善施策と固定費削減施策による構

造改革に鋭意着手し、ベースとなる収益基盤の安定化を図るとともに、成長分野への経営資

源の集中により高分子分野、機能材料分野を中心とした「機能資材」を核として事業力の改

善・強化に向けた成長戦略を推進して参ります。これらにより、計画の最終年度となる平成

24 年 3 月期におきましては、連結経常利益 100 億円程度を目指します。 
 

記 
 
１．中期経営計画の概略 
 (1) 計画の名称と期間 
   『改革 ’１１』 ［平成 21 年 4 月～平成 24 年 3 月までの 3 カ年計画］ 
    

(2) 経営ビジョン 
 『人々の生活と環境に貢献し、社会的存在感のある企業を目指す』 

 
(3) 将来めざすグループポートフォリオのイメージ 
    更なる事業の「選択と集中」に取り組み、「機能資材」を核として、事業力の改善、強化

を図ります。 
 

 

 
 

高分子事業 

環境・ 
機能材事業 

生活健康
事業 

繊維事業 

機能資材 

高分子系機能材 

無機系機能材 

機能繊維 

バイオ系 
機能材 



 
(4) 経営基本方針 
① 構造改革の実施 

不採算事業の縮小、再構築など事業構造の改善、及び固定費の大幅な削減を図ります 
② 機能資材メーカーとしての基盤確立 

   高分子系、無機系、バイオ系の機能資材メーカーとして成長戦略の基盤を固めます 
 ③ 企業体質／株主資本の強化 
   トータルコストの大幅な削減や、有利子負債の圧縮、自己資本の充実等により、収益  

体質の改善、体力強化を図ります 
 

(5) 収益計画（連結ベース）          （単位：億円） 

 平成 21 年 
3 月期 

実績見込 

平成 22 年

3 月期 
計画 

平成 24 年

3 月期 
計画 

売上高 2,120 1,820 2,090
営業利益 70 85 155
経常利益 35 40 105
当期純利益 △140 35 65

     

(6) 有利子負債、自己資本比率目標値（連結ベース）                           

 平成 21 年

3 月期 
実績見込 

平成 24 年

3 月期 
計画 

有利子負債 （億円） 1,997 1,700
自己資本比率 （％） 5.8 13

 
 
２．構造改革の概要 

具体的には本日公表致しております「構造改革の実施と特別損失の発生に関するお知ら

せ」をご覧ください。 
 
 

３．中期経営計画における基本戦略の概要 
(1) フィルム事業の強化・拡大 
① ナイロンフィルムのグローバル戦略の展開を強化し、インドネシア、中国の合弁会社に

よる市場開拓等を推進するとともに、欧米も含めた地域別戦略を推進します 
 ② 今後国内での成長が見込まれるハイバリアフィルム市場において開発品を投入しシェア   

の拡大を図ります 
 

 (2) 高機能樹脂事業の強化 
主に自動車・エレクトロニクス用途をターゲットとして、ナノコン・コンパウンド技術を

ベースとしたエンプラ、スーパーエンプラの素形材分野の強化を図ります 



(3) 不織布事業の強化 
衛材、生活資材、産業資材向けポリエステルスパンボンドについて、タイの合弁会社と 
の連携等を図りながら、拡販を進めます 

 
(4) 産業繊維分野の強化 
① 不織布用ポリエステル短繊維の強化を図ります 
② セメント補強用ビニロン繊維の増設機台のフル生産体制を維持し、販売拡大を図ります 

 
(5) PLA 等バイオプラ事業の育成・強化 

PLA 市場における競争優位性の強化を図るとともに、他のバイオプラ素材の活用を通じ 
て、事業の拡大を図ります 

 
(6) グループ繊維事業全般にわたる体質強化施策の検討 
  繊維事業については、より機能性の高い素材へのシフトを図るとともに、グループ繊維

事業全般にわたり更なる効率化、体質強化を図ります。また用途的には、産業繊維分野の

強化を図る一方で、衣料繊維分野については、グループ内事業と組織の再編を検討してま

いります 
 
 

４．中期経営計画における数値目標の詳細（連結ベース） 
 
セグメント別収益計画（平成 21 年 3 月期実績見込、及び平成 24 年 3 月期計画） 

（単位：億円） 

売上高 営業利益 

平成 21 年 
3 月期 

平成 24 年 
3 月期 

平成 21 年 
3 月期 

平成 24 年 
3 月期 

 

実績見込 計画 実績見込 計画 
高分子 642 730 78 103 
環境・機能材 285 185 11 32 
繊維 943 925 △9 32 
生活健康その他 250 250 16 16 
消去・全社 △26 △28 

合計 2,120 2,090 70 155 

 
その他指標 
            （単位：億円） 

 平成 21 年 3 月期

実績見込 
中期経営計画 

3 カ年累計 
設備投資         81        145 
減価償却費         75        215 
研究開発費 44 130 



 
                                （単位：人） 

 平成 21 年 3 月期

実績見込 
平成 24 年 3 月期

計画 
グループ人員 6,910 6,360 
うち正従業員      5,468      4,920 

 
以上 

＜業績等の予想および計画に関する注意事項＞ 
本資料における業績等の予想および計画の将来予想に関する記述は、当社が現時点で入手可

能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等の結果は、今後の様々な要因により、業

績等の予想および計画と異なる可能性があります。 
 

 
本件に関するお問い合わせ先 

 
ユニチカ株式会社 経営管理室 IR 広報グループ 

（06－6281－5695） 
 

 


